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民族学考古学専攻では、卒業時に学生が身につけるべき能力として下記のものを定め、学

則に従って卒業要件を満たし、卒業論文審査に合格した学生についてはこの能力を身に着

けたものと認め、学士（史学）の学位を与えることとする。 

 

１．民族学、考古学、あるいは関連分野に関する基礎的知識や必要とされる語学・分析

方法を習得している。 

２．個別の研究フィールドにおいて専門性の高い調査研究を展開し、その成果を卒業論

文の執筆・発表などを通して論理的・効果的にプレゼンテーションできる能力を有

している。 

３．上記１、２に示した能力を基礎として、大学卒業後の実社会の生活において、自ら

能動的に問題を発見・分析・解決する実践的能力を有している。 

 

学修の最終成果である卒業論文（卒業試験）は次の審査項目を満たすものとする。 

 

１．テーマ・問題意識が明確である。 

２．先行研究を踏まえている。 

３．フィールドワークも含めて、その研究方法が目的に適っている。 

４．内容が論理的で一貫している。 

５．形式が学術論文として適切である。 

 


